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(54)【発明の名称】 液晶表示装置および液晶表示駆動方法

(57)【要約】
【課題】  不要な消費電力を抑制し、低消費電力で駆動
することが可能な液晶表示装置を提供する。
【解決手段】  各画素に供給される表示信号を伝送する
信号線が、第１ソースバスライン１１ａと第２ソースバ
スライン１１ｂとに分割されるとともに、第１ソースバ
スライン１１ａには第１ソースバスライン駆動回路２１
ａ、第２ソースバスライン１１ｂには第２ソースバスラ
イン駆動回路２１ｂが接続されており、必要なソースバ
スラインのみを駆動するようになっている。したがっ
て、ソースバスラインにて発生する寄生容量に起因した
電力消費を、駆動するソースバスラインのみに制限でき
るので、低消費電力で駆動する液晶表示装置となる。



(2) 特開２００３－３４４８２３

10

20

30

40

50

1
【特許請求の範囲】
【請求項１】相互に交差する複数の走査線および信号線
によって区画された各領域に、アクティブ素子ならびに
絵素電極を含む画素を備え、このアクティブ素子によっ
て、上記絵素電極とその絵素電極に対向して設けられた
対向電極との間に介在する液晶に、上記信号線を伝送す
る表示信号の電圧を印加することにより、画像表示を行
なう液晶表示装置において、
上記信号線が複数の子信号線に分割され、かつ、
各子信号線の長さは、各子信号線と走査線との交差数が
上記信号線と走査線との交差数よりも少なくなるように
設定されるとともに、各子信号線に接続された画素は子
信号線毎に独立して駆動されることを特徴とする液晶表
示装置。
【請求項２】上記の子信号線の一端に、各子信号線を介
して液晶に印加する表示信号の電圧を制御する信号線駆
動手段を備え、
上記信号線駆動手段は、１本の分割された信号線におけ
る少なくとも１本の子信号線では、表示信号の電圧をそ
の子信号線を駆動する信号線駆動電圧とする一方、上記
の少なくとも１本の子信号線以外の子信号線では、その
信号線をフローティング状態とすることを特徴とする請
求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】上記の子信号線の一端に、各子信号線を介
して液晶に印加する表示信号の電圧を制御する信号線駆
動手段を備え、
上記信号線駆動手段は、１本の分割された信号線におけ
る少なくとも１本の子信号線では、表示信号の電圧をそ
の子信号線を駆動する信号線駆動電圧とする一方、上記
の少なくとも１本の子信号線以外の子信号線では、表示
信号の電圧を一定に固定することを特徴とする請求項１
に記載の液晶表示装置。
【請求項４】上記の子信号線の一端に、各子信号線を介
して液晶に印加する表示信号の電圧を制御する信号線駆
動手段を備え、
上記信号線駆動手段は、１本の分割された信号線におけ
る少なくとも１本の子信号線では、表示信号の電圧をそ
の子信号線を駆動する信号線駆動電圧とする一方、上記
の少なくとも１本の子信号線以外の子信号線では、表示
信号の電圧を上記信号線駆動電圧よりも小さな電圧振幅
を有する電圧とすることを特徴とする請求項１に記載の
液晶表示装置。
【請求項５】上記の１本の分割された信号線における少
なくとも１本の子信号線を介した表示信号の伝送をオン
／オフするスイッチング素子が、該子信号線に備え付け
られた上記アクティブ素子同士の間の少なくとも１つに
設けられていることを特徴とする請求項１～４のいずれ
か１項に記載の液晶表示装置。
【請求項６】上記信号線駆動手段が、各子信号線の分割
数以下で設けられていることを特徴とする請求項２～５
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のいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項７】相互に交差する複数の走査線および信号線
によって区画された各領域に、アクティブ素子ならびに
絵素電極を含む画素を備え、このアクティブ素子によっ
て、上記絵素電極とその絵素電極に対向して設けられた
対向電極との間に介在する液晶に、上記信号線を伝送す
る表示信号の電圧を印加することにより、画像表示を行
なう液晶表示装置において、
上記信号線の少なくとも１本について、該信号線を介し
た表示信号の伝送をオン／オフ制御するスイッチング素
子が、該信号線に備え付けられた上記アクティブ素子同
士の間の少なくとも１つに設けられていることを特徴と
する液晶表示装置。
【請求項８】上記スイッチング素子に対して、オンまた
はオフの制御信号を印加するスイッチング素子駆動手段
を備えている請求６または７に記載の液晶表示装置。
【請求項９】上記の絵素電極に対向して設けられた対向
電極が複数に分割されていることを特徴とする請求項１
～８のいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項１０】上記対向電極に印加される対向電極信号
の電圧を制御する対向電極駆動手段を備え、
上記対向電極駆動手段は、画像表示を行なう対向電極で
は、上記対向電極信号の電圧をその対向電極を駆動する
対向電極駆動電圧とする一方、画像表示を行なわない対
向電極では、その対向電極をフローティング状態とする
ことを特徴とする請求項９に記載の液晶表示装置。
【請求項１１】上記対向電極に印加される対向電極信号
の電圧を制御する対向電極駆動手段を備え、
上記対向電極駆動手段は、画像表示を行なう対向電極で
は、上記対向電極信号の電圧をその対向電極を駆動する
対向電極駆動電圧とする一方、画像表示を行わない対向
電極では、上記対向電極信号の電圧を一定に固定するこ
とを特徴とする請求項９に記載の液晶表示装置。
【請求項１２】上記対向電極に印加される対向電極信号
の電圧を制御する対向電極駆動手段を備え、
上記対向電極駆動手段は、画像表示を行なう対向電極で
は、上記対向電極信号の電圧をその対向電極を駆動する
対向電極駆動電圧とする一方、画像表示を行わない対向
電極では、上記対向電極信号の電圧を、対向電極駆動電
圧よりも低周波数の電圧とすることを特徴とする請求項
９に記載の液晶表示装置。
【請求項１３】上記の画像表示を行なう対向電極と、画
像表示を行わない対向電極とを選択的に駆動する対向電
極選択手段を備えたことを特徴とする請求項１０～１２
のいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項１４】相互に交差する複数の走査線および信号
線によって区画された各領域に、アクティブ素子ならび
に絵素電極を含む画素を備え、このアクティブ素子によ
って、上記絵素電極とその絵素電極に対向して設けられ
た対向電極との間に介在する液晶に、上記信号線を伝送
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する表示信号の電圧を印加することにより、画像表示を
行なう液晶表示駆動方法において、
上記の複数の信号線における各信号線の一部分のみに上
記表示信号を伝送させることを特徴とする液晶表示駆動
方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、例えば、ＯＡ（Of
fice Automation）用、ＡＶ（Audio Visual）用、また
は携帯性電気製品等の表示装置として用いられる液晶表
示装置であって、例えば、透明な絶縁性基板上にスイッ
チング素子をマトリクス状に配したアクティブマトリク
ス型の液晶表示装置および液晶表示駆動方法に関するも
のである。
【０００２】
【従来の技術】液晶表示装置は、薄型、軽量、および低
消費電力等の特徴を有し、近年では、多く利用されるよ
うになってきている。その中でも、マトリクス状の各絵
素毎にスイッチング素子を配したアクティブマトリクス
型の液晶表示装置は、上記特徴に加え、高品位の映像を
提供できることから、ＯＡ用やＡＶ用の表示装置として
注目されている。
【０００３】一般的な従来のアクティブマトリクス型の
液晶表示装置（従来装置）では、例えば、ガラス等の透
光性を有し、かつ絶縁材料からなる２枚の基板の間に液
晶層を挟持した液晶パネルを備えている。そして、その
液晶パネルにおける表示面の裏側には、少なくとも液晶
層に均一に光を照射できる光源と、その光源からの光を
液晶層の全体に行き渡らせて、光量を一定量に制御する
導光板とを含む光照射手段が設けられる。
【０００４】従来装置における液晶パネルを構成する一
方の基板には、図５に示すように、複数のソースバスラ
イン１１１・ゲートバスライン１１２がマトリクス状に
配列されている。
【０００５】さらに、上記ソースバスライン１１１に接
続され表示信号（ソース信号）を生成するソースバスラ
イン駆動回路１２１、上記のゲートバスライン１１２に
接続され走査信号（ゲート信号）を生成するゲートバス
ライン駆動回路１３１、補助容量１４３に繋がる補助容
量バスライン１３３に接続され補助容量電極信号を生成
する補助容量電極駆動回路１３４、および後述する対向
電極１４４に繋がる対向電極駆動ライン（不図示）に接
続され対向電極信号を印加する対向電極駆動回路１４５
とが設けられている。
【０００６】また、上記のソースバスライン１１１とゲ
ートバスライン１１２との交点付近には、アクティブ素
子（ＴＦＴ；Thin Film Transistor）１４１が設けられ
ている。
【０００７】上記ＴＦＴ１４１では、ゲートがゲートバ
スライン１１２に接続されている一方、ＴＦＴ１４１の
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ソースはソースバスライン１１１に接続されている。ま
た、ＴＦＴ１４１のドレインには、対向電極１４４に対
向して、その間に液晶１４２を介在させる絵素電極と補
助容量１４３とが接続されている。
【０００８】なお、対向電極１４４は、液晶パネルを構
成する他方の基板状に、上記絵素電極に対向して設けら
れている（ベタパターンで設けられている）。また、液
晶（液晶層）１４２は、上記の２枚の基板における周辺
部を封止剤で接着することによって形成される両基板の
間に挟持されるようになっている。
【０００９】ここで、従来装置により表示を得る過程に
ついて、図５・図６を参照しながら説明する。なお、こ
こでは黒表示を行なう場合について説明する。また、図
６は、ある特定の絵素にかかる液晶印加電圧の変化を示
すタイミングチャートである。
【００１０】まず、ゲートバスライン駆動回路１３１
が、各ゲートバスライン（Ｇ１、Ｇ２、・・・、Ｇｎ）
１１２に対して、順次電圧を印加していく。すると、そ
のゲートバスライン１１２に接続されているＴＦＴ１４
１のゲートにＯＮ電圧のゲート信号が印加され、ＴＦＴ
１４１がＯＮ状態になる。
【００１１】このとき、液晶１４２および補助容量１４
３には、ソースバスライン駆動回路１２１からソースバ
スライン（Ｓ１、Ｓ２、・・・、Ｓｍ）１１１およびＴ
ＦＴ１４１を介してソース信号が印加される（供給され
る）。また、対向電極駆動回路１４５からは、対向電極
駆動ライン（不図示）を介して共通の対向電極信号（Ｖ
ＣＯＭ）が液晶１４２に印加される。
【００１２】一方、補助容量電極駆動回路１３４から
は、補助容量バスライン１３３を介した補助容量信号が
補助容量１４３に印加される。なお、図６においては補
助容量信号は対向電極信号と同じ位相で示しているが、
必ずしも同位相である必要はない。
【００１３】上記の各回路の駆動動作により、所定の絵
素電極における液晶印加電圧として、ソース信号と対向
電極信号との間の電位差α・βが生じることになる。な
お、図６における液晶印加電圧では、電位差α・βの矢
印は電界の方向を示し、実線は絵素電極電位（ドレイン
波形）を示し、破線は対向電極の信号波形を示してい
る。
【００１４】図６に示すように、ソース信号と対向電極
信号（ＶＣＯＭ）との間に生じる電位差α、βの大きさ
は一定であり、１フレーム（フィールド）毎に、絵素電
極電位の向き（極性）を反転するようになっている（電
位差αと電位差βとの極性を反転させるようになってい
る；フレーム反転駆動）。その上、ゲートバスライン１
１２を流れるゲート信号のタイミングで印加される液晶
印加電圧（ドレイン波形）の向きも１ライン毎に反転
（ライン反転駆動）するようになっている。これは、液
晶に対して長時間一定のＤＣ電圧（直流電圧）を印加す



(4) 特開２００３－３４４８２３

10

20

30

40

50

5
ると特性が劣化すること、およびフリッカ等の原因にな
る寄生容量等の充放電電流による液晶の電圧変動を抑え
るためである。
【００１５】さらに、１ライン毎に反転する対向電極信
号により、図６に示すように、液晶印加電圧は、電位差
αまたはβを保ったまま、該対向電極信号に合わせて電
位変動する。そこで、図７に示すように、ＴＦＴ１４１
の周辺に発生する寄生容量の中でも特に影響の大きい寄
生容量（ゲート（Ｇ）・ドレイン間（Ｓ）の寄生容量）
１５１の電荷移動をキャンセルさせるため、ゲート信号
におけるＯＦＦ信号も、対向電極信号の電位差を持って
交流駆動するようになっている。
【００１６】なお、補助容量１４３は、液晶１４２に保
持される電荷量が微細であるため、図７に示す寄生容量
１５１、１５２（ゲート（Ｇ）・ソース（Ｓ）間の寄生
容量）、１５３（ドレイン（Ｄ）・ソース（Ｓ）間の寄
生容量）等の変動による液晶印加電圧の変動を緩和させ
るために設けられている。また、補助容量１４３は、ゲ
ートバスライン１１２との間に容量を有する場合もあ
る。
【００１７】上述のような駆動方法により、液晶パネル
の上面に一様に照射された光は、液晶パネルに添付され
た偏光板を介して液晶に入射する。そして、各絵素電極
と対向電極（ＶＣＯＭ）との間に発生した電位差によっ
て液晶分子の配向状態が変化する。すると、偏光方向を
適宜変化させられた光が、液晶パネルに添付された他方
の偏光板を介して出射し、任意の透過光を得ることがで
きるようになっている。
【００１８】
【発明が解決しようとする課題】ところで、従来装置に
おいては、上記のように、対向電極信号とソース信号と
の極性を頻繁に反転させる交流駆動（ライン反転駆動）
を行っている。そのため、ソース信号の電圧が反転する
度に、ソースバスライン１１１自体が持っている抵抗
や、図７に示すソースバスライン１１１とゲートバスラ
イン１１２との交差箇所に生じる寄生容量１５４、ソー
スバスライン１１１と対向電極１４４との交差箇所に生
じる寄生容量１５５、およびソースバスライン１１１と
補助容量バスライン１３３との交差箇所に生じる寄生容
量１５６等の寄生容量の存在のため、それらの箇所にて
充放電電流が流れ、電力を消費することになる（上記の
抵抗および寄生容量１５４・１５５・１５６で電力を消
費することになる）。そして、この電力は、液晶１４２
・補助容量１４３の充電に寄与しない電力であるため、
不要な電力の消費という問題になっている（消費電力の
増加という問題になっている）。
【００１９】かかるような問題に対する解決策として、
ソースバスラインにて、ライン反転駆動を行わずフレー
ム反転駆動のみを行なうことも考えられるが、フリッカ
を招来することになり、実現化されていない。
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【００２０】また、例えば、液晶パネルにおいて、任意
で表示に必要な部分のみを表示することで、使用する電
力を抑制して、消費電力の低減を図る液晶表示装置も考
えられている。しかしながら、このような液晶表示装置
であっても、表示部分に画像を表示するときに、非表示
部分に対応するソースバスライン部分も駆動することに
なるため、上記同様、ソースバスラインの寄生容量に起
因する不要な電力が発生することになる。なぜならば、
上記のような液晶表示装置であっても、液晶パネルの縦
方向全域の絵素電極（液晶）が、ＴＦＴを介して１本形
状のソースバスラインに接続されているので、例えばソ
ースバスライン駆動回路に最も近いＴＦＴを介して液晶
に充電しようとしても、該１本形状のソースバスライン
全体を充放電してしまうことになるためである。
【００２１】また、通常、ソースバスライン駆動回路
は、ＴＦＴがＯＮ（オン）され、ＯＦＦ（オフ）される
前に、ソースバスラインを所望の電圧に充電する必要が
あり、抵抗や寄生容量等が大きい場合、ソースバスライ
ン駆動回路によってソース信号の印加電圧（ソースバス
ライン駆動能力）を上げる必要があり消費電力の増加を
招来することもある。
【００２２】また、従来装置において、対向電極の電圧
を一定状態（または駆動しない状態）で、ソース信号を
１ライン毎に反転させる、ソースライン反転駆動を行な
うと、ソースバスライン駆動回路からのソース信号の電
圧は、フレーム毎に反転するライン反転駆動（フレーム
反転駆動を行なう上に、ライン反転駆動を行なう駆動）
に対して２倍程度の電圧となり（ソースバスライン駆動
回路の耐圧が２倍程度必要となり）、消費電力の増加を
招来することもある。
【００２３】本発明は、上記のような従来の問題を解決
するためになされたものである。そして、その主たる目
的は、ソースバスラインに発生する寄生容量に起因した
不要な電力消費を抑制し、低消費電力で駆動する液晶表
示装置および液晶表示駆動方法を提供することにある。
【００２４】
【課題を解決するための手段】本発明の液晶表示装置
は、上記の課題を解決するために、相互に交差する複数
の走査線および信号線によって区画された各領域に、ア
クティブ素子ならびに絵素電極を含む画素を備え、この
アクティブ素子によって、上記絵素電極とその絵素電極
に対向して設けられた対向電極との間に介在する液晶
に、上記信号線を伝送する表示信号の電圧を印加するこ
とにより、画像表示を行なう液晶表示装置において、上
記信号線が複数の子信号線に分割され、かつ、各子信号
線の長さは、各子信号線と走査線との交差数が上記信号
線と走査線との交差数よりも少なくなるように設定され
るとともに、各子信号線に接続された画素は子信号線毎
に独立して駆動されることを特徴としている。
【００２５】通常、液晶表示装置には、走査線および信
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7
号線が配線されている。そして、走査線を伝送する信号
（走査信号）のオン電圧の印加に応じて、信号線を伝送
する信号（表示信号）を絵素電極に供給する、例えば、
トランジスタ等のアクティブ素子が設けられている。そ
して、液晶表示装置は、該絵素電極と対向電極との間に
介在する液晶に表示信号の電圧が印加されることで画像
表示を行なうようになっている。
【００２６】本発明の液晶表示装置では、表示信号の流
れる信号線が、子信号線として複数に分割されている。
その上、分割されていない信号線と走査線との交差数よ
りも、各子信号線と走査線との交差数が少なくなってい
るため、その子信号線の長さは、従来の分割されていな
い信号線よりも短くなっている。
【００２７】また、各子信号線に接続された画素は子信
号線毎に独立して駆動されるようになっているので、例
えば必要な子信号線のみが駆動できる（必要な子信号線
のみに電圧が印加される）。
【００２８】従来の液晶表示装置（従来装置）では、例
えば、画像表示の有無に関わらず、画素に繋がっている
信号線（例えば、１本形状の信号線）の全ての部分が、
フリッカ防止のためにライン反転駆動する表示信号によ
って駆動されている（信号線にライン反転駆動する表示
信号が印加されている）。
【００２９】しかしながら、本発明の液晶表示装置で
は、分割された信号線のうち、例えば、表示させたい画
素（表示部分）に該当する子信号線（必要な子信号線）
のみが駆動され、非表示部分に該当する子信号線（不要
な子信号線）は駆動されないようにできる。
【００３０】そのため、本発明の液晶表示装置では、例
えば１本形状の信号線に発生する寄生容量に起因した電
力消費を、必要な子信号線に発生する寄生容量に起因し
た電力消費のみにすることができ、消費電力の抑制（削
減）を図ることができる。
【００３１】また、本発明の液晶表示装置では、上記の
構成に加えて、上記の子信号線の一端に、各子信号線を
介して液晶に印加する表示信号の電圧を制御する信号線
駆動手段を備え、上記信号線駆動手段は、１本の分割さ
れた信号線における少なくとも１本の子信号線では、表
示信号の電圧をその子信号線を駆動する信号線駆動電圧
とする一方、上記の少なくとも１本の子信号線以外の子
信号線では、その信号線をフローティング状態とするこ
とが好ましい。
【００３２】上記の構成によれば、子信号線を伝送する
表示信号の電圧を制御する信号線駆動手段が設けられて
いる。そして特に、本発明の液晶表示装置では、信号線
駆動手段が、子信号線のうち、例えば表示させたい画素
（表示部分）に繋がった子信号線（必要な子信号線）で
は、該子信号線を駆動する電圧（例えばライン反転駆動
する電圧；信号線駆動電圧）に制御し、非表示部分に繋
がった他の子信号線（不要な子信号線）では、その子信
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号線を駆動しない状態（フローティング状態）とするハ
イインピーダンスの状態に制御するようになっている。
【００３３】つまり、必要な子信号線のみを駆動するこ
とができる。そのため、例えば１本形状の信号線に発生
する寄生容量に起因した電力消費を、必要な子信号線に
発生する寄生容量に起因した電力消費のみにすることが
でき、消費電力の抑制を図ることができる。
【００３４】また、本発明の液晶表示装置では、上記の
構成に加えて、上記の子信号線の一端に、各子信号線を
介して液晶に印加する表示信号の電圧を制御する信号線
駆動手段を備え、上記信号線駆動手段は、１本の分割さ
れた信号線における少なくとも１本の子信号線では、表
示信号の電圧をその子信号線を駆動する信号線駆動電圧
とする一方、上記の少なくとも１本の子信号線以外の子
信号線では、表示信号の電圧を一定に固定することが好
ましい。
【００３５】上記の構成によれば、子信号線を伝送する
表示信号の電圧を制御する信号線駆動手段が設けられて
いる。そして特に、本発明の液晶表示装置では、信号線
駆動手段が、子信号線のうち、例えば表示させたい画素
に繋がった子信号線（必要な子信号線）では、該子信号
線を駆動する電圧（信号線駆動電圧）に制御し、非表示
部分に繋がった他の子信号線（不要な子信号線）では、
その子信号線にかかる電流の電圧を一定に固定するよう
になっている。
【００３６】かかる場合、不要な子信号線における該子
信号線と走査線との交差箇所における寄生容量に印加さ
れる電圧は一定となる。そのため、この部分での電力の
消費は生じない。したがって、寄生容量に起因した電力
消費を抑制することができる。
【００３７】また、本発明の液晶表示装置では、上記の
構成に加えて、上記の子信号線の一端に、各子信号線を
介して液晶に印加する表示信号の電圧を制御する信号線
駆動手段を備え、上記信号線駆動手段は、１本の分割さ
れた信号線における少なくとも１本の子信号線では、表
示信号の電圧をその子信号線を駆動する信号線駆動電圧
とする一方、上記の少なくとも１本の子信号線以外の子
信号線では、表示信号の電圧を上記信号線駆動電圧より
も小さな電圧振幅を有する電圧とすることが好ましい。
【００３８】上記の構成によれば、子信号線を伝送する
表示信号の電圧を制御する信号線駆動手段が設けられて
いる。そして特に、本発明の液晶表示装置では、信号線
駆動手段が、子信号線のうち、例えば表示させたい画素
に繋がった子信号線（必要な子信号線）では、該子信号
線を駆動する電圧（信号線駆動電圧）に制御し、非表示
部分に繋がった他の子信号線（不要な子信号線）では、
その子信号線を流れる電流の電圧を、上記の必要な子信
号線に流れる信号線駆動電圧よりも小さな電圧振幅を有
する電圧に制御するようになっている。
【００３９】かかる場合、上記の不要な子信号線は小さ
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9
な振幅を有する電圧で駆動するため、消費電力は、必要
な子信号線で生じる消費電力よりも小さくなる。そのた
め、本発明の液晶表示装置は、例えば液晶表示装置のパ
ネル全面に渡って、上記の信号線駆動電圧を用いる場合
に比べて、消費電力を抑制することができる。
【００４０】また、本発明の液晶表示装置は、上記課題
を解決するために、上記信号線駆動手段が、各子信号線
の分割数以下で設けられていることが好ましい。
【００４１】上記の構成によれば、液晶表示装置におい
て、複数の信号線駆動手段を備えている場合がある。そ
のため、例えば、表示部分に該当する子信号線（必要な
子信号線）を駆動する信号線駆動手段（例えば、第１信
号線駆動手段）と、非表示部分に該当する子信号線（不
要な子信号線）を駆動する信号線駆動手段（例えば、第
２信号線駆動手段）とを設けることができ、第２信号線
駆動手段が上述のように不要な子信号線を一定電圧で駆
動させたり、小さな電圧振幅の信号で駆動させたりする
ことができる。
【００４２】また、本発明の液晶表示装置では、上記の
構成に加えて、上記の１本の分割された信号線における
少なくとも１本の子信号線を介した表示信号の伝送をオ
ン／オフするスイッチング素子が、該子信号線に備え付
けられた上記アクティブ素子同士の間の少なくとも１つ
に設けられていることが好ましい。
【００４３】また、本発明の液晶表示装置は、上記課題
を解決するために、相互に交差する複数の走査線および
信号線によって区画された各領域に、アクティブ素子な
らびに絵素電極を含む画素を備え、このアクティブ素子
によって、上記絵素電極とその絵素電極に対向して設け
られた対向電極との間に介在する液晶に、上記信号線を
伝送する表示信号の電圧を印加することにより、画像表
示を行なう液晶表示装置において、上記信号線の少なく
とも１本について、該信号線を介した表示信号の伝送を
オン／オフ制御するスイッチング素子が、該信号線に備
え付けられた上記アクティブ素子同士の間の少なくとも
１つに設けられていることを特徴としている。
【００４４】上記の構成によれば、スイッチング素子
が、信号線を伝送する表示信号の電圧を制御すること
で、信号線（または子信号線）の駆動をオンまたはオフ
に切り替えることができる。そのため、スイッチング素
子が信号線（または子信号線）の駆動をオンすることに
よって、スイッチング素子の下流に位置する信号線（ま
たは子信号線）に表示信号が伝送されたときに初めて、
画素は画像表示を行なうことができる。
【００４５】したがって、本発明の液晶表示装置では、
スイッチング素子による表示信号の制御（電流を流出さ
せること）によって、信号線（または子信号線）におけ
る必要な部分のみを駆動することができる。
【００４６】そのため、本発明の液晶表示装置では、例
えば１本形状の信号線に発生する寄生容量に起因した電
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力消費を、必要な信号線（または必要な子信号線）に発
生する寄生容量に起因した電力消費のみにすることがで
き、消費電力の抑制を図ることができる。
【００４７】なお、複数の画素における一部の画素を画
像表示させるためには、スイッチング素子が、複数の信
号線（または子信号線）の全てに設けられていることが
好ましく、望ましくは、すべてのアクティブ素子間に設
けられていることが好ましい。かかる場合、全ての画素
を各々別個に画像表示させることができるためである。
【００４８】また、本発明の液晶表示装置では、上記の
構成に加えて、上記スイッチング素子に対して、オンま
たはオフの制御信号を印加するスイッチング素子駆動手
段を備えているが好ましい。
【００４９】上記の構成によれば、スイッチング素子に
よる表示信号の伝送のオン／オフを、スイッチング素子
駆動手段によるオン信号またはオフ信号によって制御す
ることができる。
【００５０】また、本発明の液晶表示装置では、上記の
構成に加えて、上記の絵素電極に対向して設けられた対
向電極が複数に分割されていることが好ましい。
【００５１】上記の構成によれば、液晶表示装置が画像
表示するとき、例えば、画像表示を行なう対向電極（表
示部分に該当するの対向電極）と、非画像表示の対向電
極（非表示部分に該当する対向電極）とに分割すること
ができる。
【００５２】そのため、例えば、画像表示を行なう対向
電極のみを駆動することができるので（例えば、対向電
極信号を印加することができるので）、非画像表示の対
向電極で消費されていた電力の削減を図ることができ
る。
【００５３】また、本発明の液晶表示装置では、上記の
構成に加えて、上記対向電極に印加される対向電極信号
の電圧を制御する対向電極駆動手段を備え、上記対向電
極駆動手段は、画像表示を行なう対向電極では上記対向
電極信号の電圧をその対向電極を駆動する対向電極駆動
電圧とする一方、画像表示を行ない対向電極では、その
対向電極をフローティング状態とすることが好ましい。
【００５４】上記の構成によれば、対向電極に対して印
加する電圧（対向電極信号の電圧）を制御する対向電極
駆動手段が設けられている。そして特に、本発明の液晶
表示装置では、分割された対向電極のうち、画像表示を
行なう対向電極にのみ、画像表示を行なうための駆動電
圧（例えば、ライン反転駆動する交流電圧）とさせるこ
とができ、画像表示を行わない対向電極では、該対向電
極を駆動しない状態（フローティング状態）であるハイ
インピーダンスの状態とすることができる。
【００５５】つまり、表示部分の画素に繋がった対向電
極のみを駆動することができる。そのため、非表示部分
に該当する対向電極を駆動する必要がなくなり、消費電
力の抑制を図ることができる。



(7) 特開２００３－３４４８２３

10

20

30

40

50

11
【００５６】また、本発明の液晶表示装置では、上記の
構成に加えて、上記対向電極に印加される対向電極信号
の電圧を制御する対向電極駆動手段を備え、上記対向電
極駆動手段は、画像表示を行なう対向電極では上記対向
電極信号の電圧をその対向電極を駆動する対向電極駆動
電圧とする一方、画像表示を行わない対向電極では上記
対向電極信号の電圧を一定に固定することが好ましい。
【００５７】上記の構成によれば、対向電極に対して印
加する電圧（対向電極信号の電圧）を制御する対向電極
駆動手段が設けられている。そして特に、本発明の液晶
表示装置では、分割された対向電極のうち、画像表示を
行なう対向電極（表示部分に該当する対向電極）にの
み、画像表示を行なうための駆動電圧（例えば、ライン
反転駆動する交流電圧）とさせることができ、画像表示
を行わない対向電極（非表示部分に該当する対向電極）
では、その対向電極に流れる電流の電圧を一定に固定す
ることができる。
【００５８】かかる場合は、交流駆動で必要となる対向
電極への電荷の充放電が行なわれないため、対向電極を
駆動する回路はほとんど電力を消費せず、わずかに、対
向電極から寄生抵抗（高抵抗）を介して流れてしまうリ
ーク電流程度になり、非表示部分に該当する消費電力は
抑制される。
【００５９】また、本発明の液晶表示装置では、上記の
構成に加えて、上記対向電極に印加される対向電極信号
の電圧を制御する対向電極駆動手段を備え、上記対向電
極駆動手段は、画像表示を行なう対向電極では上記対向
電極信号の電圧をその対向電極を駆動する対向電極駆動
電圧とする一方、画像表示を行わない対向電極では上記
対向電極信号の電圧を、対向電極駆動電圧よりも低周波
数の電圧とすることが好ましい。
【００６０】上記の構成によれば、対向電極に対して印
加する電圧（対向電極信号の電圧）を制御する対向電極
駆動手段が設けられている。そして特に、本発明の液晶
表示装置では、分割された対向電極のうち、画像表示を
行なう対向電極（表示部分に該当する対向電極）にの
み、画像表示を行なうための駆動電圧（例えば、ライン
反転駆動する交流電圧）とさせることができ、画像表示
を行わない対向電極（非表示部分に該当する対向電極）
では、その対向電極に流れる電流の電圧を上記の駆動電
圧よりも低周波の電圧とすることができる。
【００６１】かかる場合は、非表示部分に該当する対向
電極は、画像表示を行なうときの駆動電圧よりも低周波
数の電圧で駆動するため、消費電力は、表示部分に該当
する対向電極で生じる消費電力よりも小さくなる。その
ため、本発明の液晶表示装置は、例えば液晶表示装置の
パネル全面に渡って、上記の画像表示を行なうための駆
動電圧を用いる場合に比べて、消費電力を抑制すること
ができる。
【００６２】また、本発明の液晶表示装置では、上記の
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構成に加えて、上記の画像表示を行なう対向電極と、画
像表示を行わない対向電極とを選択的に駆動する対向電
極選択手段を備えたことが好ましい。
【００６３】上記の構成によれば、対向電極選択手段
が、画像表示を行なう対向電極と、画像表示を行わない
対向電極とを選択することができる。
【００６４】また、本発明の液晶表示装置は、上記課題
を解決するために、相互に交差する複数の走査線および
信号線によって区画された各領域に、アクティブ素子な
らびに絵素電極を含む画素を備え、このアクティブ素子
によって、上記絵素電極とその絵素電極に対向して設け
られた対向電極との間に介在する液晶に、上記信号線を
伝送する表示信号の電圧を印加することにより、画像表
示を行なう液晶表示駆動方法において、上記の複数の信
号線における各信号線の一部分のみに上記表示信号を伝
送させることを特徴としている。
【００６５】上記の構成によれば、例えば１本形状の信
号線に表示信号を伝送（印加）させることなく、信号線
の一部分（部分線）のみに表示信号を印加させることが
できる。したがって、１本形状の信号線に発生する寄生
容量に起因した電力消費を、部分線に発生する寄生容量
に起因した電力消費のみにすることができ、消費電力の
抑制を図ることができる。
【００６６】
【発明の実施の形態】〔実施の形態１〕本発明の実施の
一形態について図１～図４に基づいて説明すれば、以下
の通りである。なお、本発明はこれに限定されるもので
はない。
【００６７】本発明のアクティブマトリクス型の液晶表
示装置（本装置）は、液晶パネルを駆動するために、図
１に示すように、制御回路１０１、第１ソースバスライ
ン駆動回路２１ａ（２１）、第２ソースバスライン駆動
回路２１ｂ（２１）、ゲートバスライン駆動回路３１、
対向電極駆動回路４５、および補助容量電極駆動回路３
４を含む構成である。
【００６８】液晶パネルは、画面縦方向に互いに平行に
配置された複数のソースバスライン１１（第１ソースバ
スライン１１ａ・第２ソースバスライン１１ｂ）と、画
面横方向に互いに平行に配置された複数のゲートバスラ
イン１２とを含む構成である。そして、ソースバスライ
ン１１（信号線）とゲートバスライン（走査線）１２と
は、例えば、ほぼ直交しており、その交点に対応して絵
素が形成されている。そして、この絵素には、ＴＦＴ
（アクティブ素子）４１、絵素電極、液晶４２、補助容
量４３、および対向電極４４が配置されている。
【００６９】なお、ＴＦＴ４１では、ゲートがゲートバ
スライン１２、ソースがソースバスライン１１に接続す
るようになっており、ドレインには、対向電極４４に対
向して、その間に液晶４２を介在させる絵素電極と補助
容量４３とが並列に接続されている。
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【００７０】また、対向電極４４は、絵素電極に対向す
るように配設されるとともに、共通の電極、または、分
割された電極（例えば、ゲートバスライン１２毎に分割
された電極）になっている。
【００７１】制御回路１０１は、例えば、パーソナルコ
ンピューター等の信号発生装置（不図示）から出力され
る任意の表示データ、およびその表示データに同期した
形で出力される同期信号を受取り、内部で当該液晶表示
装置に適した信号（表示信号）に変換を行なうものであ
る。そして、次段の第１・第２ソースバスライン駆動回
路２１ａ・２１ｂ、ゲートバスライン駆動回路３１、補
助容量電極駆動回路３４、および対向電極駆動回路４５
に所定の信号を供給する。
【００７２】第１・第２ソースバスライン駆動回路（信
号線駆動手段）２１ａ・２１ｂは、ソースバスライン
（子信号線）１１ａ・１１ｂと接続している。そして、
第１・第２ソースバスライン駆動回路２１ａ・２１ｂ
は、このソースバスライン１１ａ・１１ｂに、ソース信
号（表示データを構成する信号；表示信号）を供給（印
加）するとともに、その表示信号の電圧を制御するもの
である（制御された表示信号を供給するものである）。
【００７３】ゲートバスライン駆動回路３１は、上記Ｔ
ＦＴ４１のゲートに繋がったゲートバスライン１２と接
続しており、このゲートバスライン１２に、ＯＮ電圧を
印加することで（走査信号のオン電圧が出力されるタイ
ミングで）該ＴＦＴ４１をＯＮ状態にし、該ＴＦＴ４１
を介して上記ソース信号を液晶４２・補助容量４３、に
供給するものである。
【００７４】対向電極駆動回路４５は、上記対向電極４
４に繋がった対向電極駆動ライン（不図示）と接続して
おり、この対向電極駆動ラインを介して、対向電極信号
（ＶＣＯＭ）を対向電極４４に供給するものである。
【００７５】補助容量電極駆動回路３４は、補助容量４
３に繋がった補助容量バスライン３３と接続しており、
この補助容量バスライン３３を介して、補助容量４３に
補助容量信号を供給するものである。なお、上記の補助
容量バスライン３３は、ゲートバスライン１２と共有化
されることもあり、一般にＣＳ Ｏｎ Ｇａｔｅと呼ばれ
ることもある。
【００７６】特に、本装置では、従来の液晶表示装置
（従来装置）と異なり、例えば、液晶パネルの縦方向に
おいて、１本状で配設されていたソースバスライン１１
１（図５参照）が、第１ソースバスライン１１ａと第２
ソースバスライン１１ｂとに分割されている。そして、
第１ソースバスライン１１ａには第１ソースバスライン
駆動回路２１ａ、第２ソースバスライン１１ｂには第２
ソースバスライン駆動回路２１ｂが接続されている。
【００７７】なお、１本形状で配設されていたソースバ
スライン１１１の分割数、および分割されたソースバス
ラインを駆動する駆動回路の配線数、配置位置は、図１
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の構成に限定されるものではなく、要は、分割されたソ
ースバスラインのそれぞれを独立して駆動する構成にな
っていればよい。
【００７８】上記構成の液晶表示装置において、液晶パ
ネルで画像を表示するときには、上記の第１・第２ソー
スバスライン１１ａ・１１ｂに、第１・第２ソースバス
ライン駆動回路２１ａ・２１ｂで制御されたソース信号
（表示データを構成する表示信号）が独立に供給され、
そのソース信号は、ゲートバスライン駆動回路３１によ
る走査タイミング（ゲート信号のオン電圧が出力される
タイミング）で、ＴＦＴ４１を介して絵素電極に供給さ
れるようになっている。
【００７９】ここで、ゲートバスライン駆動回路３１
で、各ゲートバスライン１２を、Ｇ１・・・Ｇｉ・・・
Ｇｊ・・・Ｇｎの順に走査していき、ライン反転駆動方
式を採用するとともに、１フレーム毎に、第１ソース信
号（第１ソースバスライン駆動回路２１ａによるソース
信号）、または第２ソース信号（第２ソースバスライン
駆動回路２１ｂによるソース信号）と対向電極信号との
極性が反転するフレーム反転駆動方式を採用した場合で
の、本装置の消費電力について説明する。
【００８０】通常、液晶表示装置において、図７に基づ
いて説明したように、ソースバスライン１１１とゲート
バスライン１１２との対向箇所、ソースバスライン１１
１と対向電極１４４との交差箇所、およびソースバスラ
イン１１１と補助容量バスライン１３３との交差箇所に
は、寄生容量１５４・寄生容量１５５・寄生容量１５６
が発生する。なお、便宜上、寄生容量１５４の容量をＣ
ｇcross、寄生容量１５５の容量をＣsource、寄生容量
１５６の容量をＣcs crossと称する。なお、ソースバス
ライン１１１自体の抵抗も存在するが、非常に低い値で
あるため、以下の説明では無視するものとする。
【００８１】また、下記の本装置の説明においても、ソ
ースバスライン１１とゲートバスライン１２との交差箇
所、ソースバスライン１１と対向電極４４との対向箇
所、およびソースバスライン１１と補助容量バスライン
３３との交差箇所には、寄生容量Ｃｇcross、寄生容量
Ｃsource、および寄生容量Ｃcs crossが発生するものと
して説明していく。
【００８２】本装置の場合、ゲートバスライン１２を、
Ｇ１～Ｇｉと走査しているときには、第１ソースバスラ
イン駆動回路２１ａが、第１ソースバスライン１１ａを
駆動することで（表示信号を第１ソースバスライン１１
ａを駆動する信号線駆動電圧（第１ソース信号の電圧）
とすることで）、ＴＦＴ４１を介して液晶４２・補助容
量４３に充電を行なうようになっている。その上、第１
ソースバスライン１１ａと第２ソースバスライン１１ｂ
とは電気的に非接続である。
【００８３】そして、例えば、第１ソースバスライン駆
動回路２１ａが第１ソースバスライン１１ａだけを駆動
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している場合、１本の第１ソースバスライン１１ａに、
ＴＦＴ４１がｉ個接続されているとすると、この１本の
第１ソースバスライン１１ａにおける負荷容量Ｃall１
は、
Ｃall１＝（Ｃｇcross＋Ｃsource＋Ｃcs cross）×ｉ
となる。
【００８４】また、第１ソースバスライン駆動回路２１
ａがソースバスライン１１ａを、Ｖsourceという電圧振
幅で充放電する場合には、１回の充電で１本の第１ソー
スバスライン１１ａに蓄積される電荷Ｑ１は、
Ｑ１＝Ｃall１×Ｖsource
となる。
【００８５】そして、ライン反転駆動のとき、第１ソー
スバスライン駆動回路２１ａが、１走査（ライン）毎に
第１ソースバスライン１１ａを周波数ｆで駆動するとし
た場合、ｍ本の第１ソースバスライン１１ａ（液晶パネ
ルの横方向に沿って配された第１ソースバスライン１１
ａの全数）で消費される電力Ｐ１は、
Ｐ１＝Ｑ１×Ｖsource×ｆ×ｍ
となる。
【００８６】一方、第２ソースバスライン１１ｂに接続
された画素を駆動する必要がないときには、第２ソース
バスライン駆動回路２１ｂは、例えば、第２ソースバス
ライン１１ｂを駆動しない状態になっている（例えば、
表示信号をハイインピーダンスな電圧とし、フローティ
ング状態とすることができる）。つまり、第１ソースバ
スライン駆動回路２１ａと、第２ソースバスライン駆動
回路２１ｂとは、各ソースバスライン１１ａ・１１ｂを
選択的に（独立的に）駆動することができる。
【００８７】そのため、第２ソースバスライン１１ｂが
非駆動状態のとき、第２ソースバスライン１１ｂにおけ
る電圧振幅は、
Ｖsource＝０
となっている。
【００８８】そのため、第２ソースバスライン１１ｂに
充放電電流（リーク電流）は無視できる程度しか流れな
いことになる。したがって、ｍ本の第２ソースバスライ
ン１１ｂで消費される電力Ｐ２は、
Ｐ２≒０
となる。
【００８９】このように、本装置において、消費電力
は、Ｐ１＋Ｐ２（≒Ｐ１）となっている。
【００９０】一方、従来装置の場合、ゲートバスライン
１１２を、ライン反転駆動する場合、１本のソースバス
ライン１１１には、ＴＦＴ１４１がｎ個（ｎ＞ｉ）接続
されているので、この１本のソースバスライン１１１に
おける負荷容量Ｃall３は、
Ｃall３＝（Ｃｇcross＋Ｃsource＋Ｃcs cross）×ｎ
となる。
【００９１】また、本装置と同様に、ソースバスライン
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駆動回路１２１がソースバスライン１１１を、Ｖsource
という電圧振幅で充放電する場合には（図５参照）、１
回の充電で従来装置の１本のソースバスライン１１１に
蓄積される電荷Ｑ３は、
Ｑ３＝Ｃall３×Ｖsource
となる。
【００９２】そして、ライン反転駆動のとき、ソースバ
スライン駆動回路１２１が、１走査毎にソースバスライ
ン１１１を周波数ｆで駆動するとした場合、ｍ本のソー
スバスライン１１１（液晶パネルの横方向に沿って配さ
れたソースバスライン１１１の全数）で消費される電力
Ｐ３は、
Ｐ３＝Ｑ３×Ｖsource×ｆ×ｍ
となる。
【００９３】そして、本装置と従来装置との消費電力を
比較してみると、下記のような大小関係が成立すること
になる。
【００９４】（Ｐ１＋Ｐ２）＜Ｐ３（本装置の消費電力
＜従来装置の消費電力）
なぜならば、本装置における１本の第１ソースバスライ
ン１１ａには、ＴＦＴ４１がｉ個接続されているのが、
従来装置の１本のソースバスライン１１１には、ＴＦＴ
１４１がｎ個接続されているので（ｉ＜ｎの関係が成立
しているので）、Ｃall１＜Ｃall３という関係が成立
し、その結果、Ｐ１＜Ｐ３という関係となるためであ
る。なお、Ｐ２は上述したように、無視できる程度の
（限りなくゼロに近い）値となっている。
【００９５】以上のように、本装置では、従来、ゲート
バスラインに交差する１本形状であったソースバスライ
ンを、複数のソースバスライン（子信号線）に分割し、
各ソースバスラインの長さは、各ソースバスラインとゲ
ートバスラインとの交差数が、１本形状のソースバスラ
インとゲートバスラインとの交差数より少なくなるよう
に設定している（ソースバスラインの延伸方向におい
て、全走査線の一部と交差するような長さになってい
る）。
【００９６】その上、各ソースバスラインに接続された
画素をソースバスライン毎に独立して駆動するようにな
っている。そのような構成の一形態として、例えば、液
晶パネルの縦方向において、分割された第１・第２ソー
スバスライン１１ａ・１１ｂと、これらのソースバスラ
イン１１ａ・１１ｂに接続した第１・第２ソースバスラ
イン駆動回路２１ａ・２１ｂとが備わっている。そし
て、これらのソースバスライン駆動回路２１（第１・第
２ソースバスライン駆動回路２１ａ・２１ｂ）は、各ソ
ースバスライン１１ａ・１１ｂを選択的に駆動するよう
になっている。
【００９７】そのため、液晶パネルにおいて表示させた
い部分（表示部分）に該当するソースバスライン１１
（例えば、第１ソースバスライン１１ａ；必要なソース
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バスライン）のみにソース信号を印加することができる
ので、従来、非表示部分に該当するソースバスライン１
１（例えば、第２ソースバスライン１１ｂ；不要なソー
スバスライン）に生じていた寄生容量に起因する消費電
力を抑制できる。
【００９８】また、第１ソース信号・対向電極信号をラ
イン反転駆動するとともに、１フレーム毎に、第１ソー
ス信号と対向電極信号との極性が反転するフレーム反転
駆動を行なう場合であっても、上記同様に、従来生じて
いた寄生容量に起因する消費電力を抑制できる。
【００９９】また、本装置においては、第１ソースバス
ライン駆動回路２１ａが、第１ソースバスライン１１ａ
を駆動するとともに、第２ソースバスライン駆動回路２
１ｂが第２ソースバスライン１１ｂを一定の電圧で駆動
するようになっている（例えば、第２ソースバスライン
１１ｂに一定の電圧からなる信号を印加するようになっ
ている）。
【０１００】具体的には、所望する電圧（要望電圧）を
出力する図示しないレギュレータやオペアンプの出力部
をソースバスラインに接続し、入力信号や電圧を一定に
することにより一定電圧に固定することで、第２ソース
バスライン駆動回路２１ｂからのソース信号の電圧を、
一定の電圧に固定することができる。
【０１０１】この場合は、ソースバスライン１１とゲー
トバスライン１２との交差箇所における寄生容量（Ｃｇ
cross）に印加される電圧は一定となる。そのため、こ
の部分での電力の消費は生じない。したがって、
Ｐ２＝（Ｃsource＋Ｃcs cross）×（ｎ－ｉ）×Ｖsour
ce×Ｖsource×ｆ×ｍ
となる。
【０１０２】そのため、
Ｐ１＋Ｐ２＝Ｐ３－（Ｃｇcross）×（ｎ－ｉ）×Ｖsou
rce×Ｖsource×ｆ×ｍ
となり、Ｐ１＋Ｐ２＜Ｐ３という関係式を導くことがで
きる。したがって、本装置は、非駆動のソースバスライ
ンの電圧を一定電圧に固定した場合でも、従来装置に比
べて消費電力を抑制することができる。
【０１０３】また、本装置では、フリッカ改善等の表示
品位向上のため、第１ソースバスライン駆動回路２１ａ
が第１ソースバスライン１１ａを駆動して画素を駆動す
る場合に、画素を駆動する必要のない第２ソースバスラ
イン駆動回路２１ｂが第２ソースバスライン１１ｂに交
流電圧を印加するようになっている（第２ソースバスラ
イン１１ｂに交流電流の第２ソース信号を印加するよう
になっている）。
【０１０４】かかる場合、第２ソース信号は、第１ソー
ス信号と別個に電圧振幅を設定できるため、第１ソース
信号の電圧振幅Ｖsourceよりも小さなＶsource’という
電圧振幅を持たせることができる（表示信号の電圧を信
号線駆動電圧（第１ソース信号の電圧）よりも小さな電
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圧振幅を有する電圧にするようになっている）。
【０１０５】そして、この場合の消費電力Ｐ２は、
Ｐ２＝Ｃall１×Ｖsource' ×Ｖsource'×ｆ×ｍ
となるため、Ｐ１＋Ｐ２＜Ｐ３という関係式を導くこと
ができる。したがって、本装置は、従来装置に比べて消
費電力を抑制することができる。
【０１０６】また、通常、ソースバスライン駆動回路
は、ＴＦＴがＯＮ（オン）され、ＯＦＦ（オフ）される
前に、ソースバスラインを所望の電圧に充電する必要が
ある。すると、抵抗や寄生容量等が大きい場合、ソース
バスライン駆動回路によってソース信号の印加電圧（ソ
ースバスライン駆動能力）を上げる必要があった。しか
し、本発明の液晶表示装置では、ソースバスラインが分
割されているため、該ソースバスラインに起因する寄生
容量等は、１本のソースバスラインに起因する寄生容量
等に比べて小さくなっている。そのため、従来装置に比
べてソースバスライン駆動能力を上げる必要はなくなる
ので、液晶表示装置の消費電力の抑制を図れる。
【０１０７】なお、上記の説明では、２つのソースバス
ライン駆動回路１１ａ・１１ｂが備わった構成を用いて
説明したが、本装置では、複数のソースバスライン（例
えば、第１・２ソースバスライン２１ａ・２１ｂ）にお
いて、１つのソースバスライン駆動回路が、上述のよう
に、例えば、第２ソースバスライン１１ｂを駆動しない
状態にしたり、第２ソースバスライン１１ｂに、一定電
圧の第２ソース信号や、交流電流の第２ソース信号を印
加させることもできる構成であっても構わない。また、
ソースバスライン駆動回路の数も２つに限定するもので
はなく、３つ以上備えていても構わない。
【０１０８】要は、分割された各ソースバスライン（子
信号線）に接続された画素が、各ソースバスライン（子
信号線）を介して選択的に駆動されるように、ソースバ
スライン駆動回路のレイアウトや集積のしやすさを考慮
して、ソースバスライン駆動回路の配線数を決定すれば
よい。
【０１０９】〔実施の形態２〕本発明における他の実施
の形態について説明すれば、以下の通りである。なお、
実施の形態１で用いた部材と同様の機能を有する部材に
ついては、同一の符号を付記し、その説明を省略する。
なお、本発明はこれに限定されるものではない。
【０１１０】実施の形態１では、第１・第２ソースバス
ライン１１ａ・１１ｂを設けることで、従来液晶パネル
の縦方向に１本状に配設されていたソースバスライン１
１１を分割していた。しかし、実施の形態２では、上記
の１本状のソースバスラインに対して、該ソースバスラ
インに流れる電流を制御する（例えば、電流を流出させ
たり、遮断させたりする；オン／オフ制御する）スイッ
チング素子を設けることで、該ソースバスラインを分割
している。
【０１１１】図２に示すように、スイッチング素子Ｅ
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（例えば、ＴＦＴ等）は、例えば、１本状のソースバス
ライン１１上に設けられた複数のＴＦＴ４１同士の間に
配設されている。したがって、ゲートバスライン１２が
ｎ本ある場合、ｎ－１本のスイッチング素子Ｅが該ソー
スバスライン１１に配設されることになる。そして、こ
れらのスイッチング素子Ｅにはスイッチングライン５２
が接続され、該スイッチングライン５２はスイッチング
素子駆動回路５３に接続されている。
【０１１２】ここで、実施の形態２に係る本装置におけ
る消費電力について図２・図３を用いて説明する。な
お、図３は、ある特定の絵素にかかるゲート信号等の変
化を示すタイミングチャートである。
【０１１３】実施の形態１同様に、ゲートバスライン駆
動回路３１で、各ゲートバスライン１２を、Ｇ１・・Ｇ
ｎの順に走査していき、ライン反転駆動するとき、Ｇ１
をＯＮ電圧にしてＴＦＴ４１を介して液晶４２・補助容
量４３に充電する場合、図３に示すように、スイッチン
グ素子駆動回路５３によってスイッチングライン５２の
ＳＷ１からＳＷ（ｎ－1）ラインはすべてＯＦＦ電圧に
なっている。
【０１１４】そのため、スイッチング素子Ｅ１からスイ
ッチング素子Ｅ（ｎ－１）もすべてＯＦＦとなり、ソー
スバスライン駆動回路２１は、ソースバスラインの第１
部分線Ｆ１（ソースバスライン駆動回路２１とスイッチ
ング素子Ｅ１との間のソースバスライン１１）の負荷の
みを駆動すればよいことになる。なお、図３では、Ｇ１
のゲート信号のみ示しており、Ｇ２～Ｇｎのゲート信号
の波形は省略している。
【０１１５】すると、ｍ本の第１部分線Ｆ１で消費され
る電力ＰＦ１は、
ＰＦ１＝Ｃall３÷ｎ×Ｖsource×Ｖsource×ｍ
となる。
【０１１６】次に、ゲートバスライン１２のＧ２をＯＮ
にする場合、図３に示すように、スイッチング素子駆動
回路５３によってスイッチングライン５２のＳＷ１をＯ
Ｎ電圧にすることで、Ｇ２に接続されているＴＦＴ４１
を介して液晶４２・補助容量４３を充電することができ
る。
【０１１７】この場合、ソースバスラインの第１部分線
Ｆ１と第２部分線Ｆ２とを同時に駆動することになるの
で、ソースバスライン１１が等分割されていれば、ソー
スバスラインＦ１とＦ２との負荷は同じであると考えて
よい。したがって、ｍ本のソースバスラインＦ１とＦ２
とで消費される電力ＰＦ２は、
ＰＦ２＝Ｃall３÷ｎ×２×Ｖsource×Ｖsource×ｍ
となる。
【０１１８】上述のような過程を順次繰り返していくこ
とで、Ｇ1からＧｎに接続されているＴＦＴ４１を介し
て、液晶４２・補助容量４３を充電することができる
（充電過程）。そして、上記の充電が終了すると、帰線
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期間に入る。
【０１１９】帰線期間中では、図３に示すように、スイ
ッチング素子駆動回路５３によってすべてのスイッチン
グライン５２がＯＦＦ電圧となり、スイッチング素子Ｅ
１からＥ（ｎ－１）もすべてＯＦＦとなる。そのため、
ソースバスラインにおける部分線Ｆ１～Ｆｎはすべて高
インピーダンス（非接続状態）に保たれる（帰還過
程）。そして、上述の過程を繰り返すことで、すべての
液晶４２に充電を行なうことができる。
【０１２０】なお、図３では、スイッチング素子駆動回
路５３によってスイッチングライン５２が、帰線期間中
にＯＦＦ電圧になる場合を示しているが、帰線期間が存
在しない場合、ゲートバスライン１２のＧ1がＯＮ電圧
になるときに、すべてのスイッチングライン５２をＯＦ
Ｆ電圧にすることで上述の工程は実現されることにな
る。
【０１２１】そして、上記の充電過程のときに、１垂直
期間で消費される電力Ｐ４は、
Ｐ４＝ＰＦ１＋ＰＦ２＋・・・＋ＰＦｎ
である。これは、
Ｐ４＝Ｃall３×Ｖsource×Ｖsource×ｍ×（１＋２＋
・・・＋ｎ）
となる。一方、従来装置での消費電力は、
Ｐ３＝Ｃall３×Ｖsource×Ｖsource×ｍ×ｎ×ｆ
となる。ただし、ライン反転駆動の場合、ｆ＝ｎとなる
ため、
Ｐ３＝Ｃall３×Ｖsource×Ｖsource×ｍ×ｎ×ｎ
となる。
【０１２２】ここで、ｎ≧２のときには、
（１＋２＋・・・＋ｎ）＜ｎ×ｎ
であるため、Ｐ４＜Ｐ３となる。なお、ｎ＝１では分割
されていない状態なので考慮していない。
【０１２３】また、スイッチング素子Ｅ１からＥ（ｎ－
１）を駆動する負荷は、ソースバスライン１１自身の抵
抗より小さくなるように最適化することができるように
なっている。そのため、スイッチングライン５２は、表
示期間中に１度だけＯＦＦからＯＮになればよいのでほ
ぼ直流とみなされる。したがって、インピーダンスを下
げる必要はない。
【０１２４】そのため、負荷の増分は、交流駆動を行な
うためにインピーダンスを下げる必要のある対向電極４
４や、補助容量バスライン３３によって生じる寄生容量
に対して無視できる程度となる。
【０１２５】また、上記の説明においては、１つのソー
スバスライン駆動回路２１を用いた液晶表示装置を用い
て説明をしたが、本装置は、それに限定されるものでは
なく、例えば、図１に示すように、両側に第１・第２ソ
ースバスライン駆動回路２１ａ・２１ｂを設けることが
好ましい。かかる場合、制御回路１０１によって、どち
らのソースバスライン１１（第１・第２ソースバスライ
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ン１１ａ・１１ｂ）を駆動するかを、負荷の状態を判断
して選択できるため、さらに消費電力を抑制することが
できる。また、１つのソースバスライン駆動回路と、分
割していないソースバスラインとの組み合わせに、上記
のスイッチング素子を設ける構成であっても構わない。
【０１２６】また、本装置では、制御回路１０１によっ
て、液晶パネルの一部分（必要部分）のみを表示したい
場合にも、その該当部分に対応するスイッチングライン
５２をＯＮにすることで（例えば、１≦ｉ≦ｎ－１とな
るように、スイッチング素子をＯＮにすることで）、必
要部分に対応するソースバスライン１１の部分線Ｆのみ
の駆動を行なうことができる。したがって、不要部分に
該当するソースバスライン１１の部分線Ｆを駆動するこ
とがないので、消費電力を抑制することができる。
【０１２７】要は、スイッチング素子Ｅが、複数のソー
スバスライン１１のうち、少なくとも１本のソースバス
ライン１１において、少なくとも１つ設けてあればよ
い。そうすれば、スイッチング素子Ｅの下流側に表示信
号が伝送されないので、寄生容量での電力消費を抑制
（低減）できることになるためである。
【０１２８】〔実施の形態３〕本発明における他の実施
の形態について説明すれば、以下の通りである。なお、
実施の形態１・２で用いた部材と同様の機能を有する部
材については、同一の符号を付記し、その説明を省略す
る。なお、本発明はこれに限定されるものではない。
【０１２９】実施の形態１・２では、従来液晶パネルの
縦方向に１本状に配設されていたソースバスラインを分
割することで、消費電力の抑制を図っていた。実施の形
態３の本装置では、上記のようなソースバスラインの分
割に加えて、対向電極を分割している。
【０１３０】しかし、本装置は、上記のように、ソース
バスラインを分割し、かつ対向電極を分割した構成に限
定されるものではなく、対向電極のみを分割した構成で
あってもよい。そのため、下記の説明では、便宜上、対
向電極のみを２分割（第１対向電極４４ａ・第２対向電
極４４ｂ）した本装置の構成を示す図４を用いて説明し
ていく。なお、便宜上、対向電極駆動回路と補助容量電
極駆動回路とを一体としたもの（対向電極（補助容量）
駆動回路４６）を図示しているが、これに限定するもの
ではなく、対向電極駆動回路のみで、対向電極４４ａ・
４４ｂに電圧を印加することもできる。また、便宜上、
画像表示に寄与する対向電極信号は、ライン反転駆動し
ている。
【０１３１】例えば、対向電極１４４が分割されていな
い従来装置において（図５参照）、その対向電極１４４
の容量をＣcom、駆動振幅（対向電極信号の振幅）をＶc
om、駆動周波数（対向電極信号の周波数）をｆcomとす
ると、対向電極駆動回路１４５が消費する電力Ｐcom
は、以下のようになる。
Ｐcom＝Ｃcom×Ｖcom×Ｖcom×ｆcom
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なお、便宜上、抵抗や他の寄生容量は無視している。
【０１３２】一方、実施の形態３に係る本装置において
は、表示したい領域の対向電極を第１対向電極４４ａと
し、非表示領域の対向電極を第２対向電極４４ｂとする
場合、制御回路１０１の命令を受けた対向電極選択回路
４７が第１対向電極４４ａを選択し、さらに、対向電極
（補助容量）駆動回路４６によって、第１対向電極４４
ａが駆動されるようになっている（第１対向電極４４ａ
に対向電極信号が印加されるようになっている）。
【０１３３】なお、対向電極選択回路４７は、第１対向
電極４４ａまたは第２対向電極４４ｂに対して、対向電
極（補助容量）駆動回路４６の印加する対向電極信号を
選択するようになっている。例えば、第１対向電極４４
ａには、画像表示用の対向電極信号を印加させる一方、
第２対向電極４４ｂには、後述する品位信号を印加させ
ることができる。
【０１３４】そして、第２対向電極４４ｂは、対向電極
選択回路４７によって、例えば、対向電極（補助容量）
駆動回路４６による電圧印加を受けない状態、すなわち
駆動しない状態（フローティング状態）になるようにな
っている（つまり、ハイインピーダンスの状態とするこ
とができる）。
【０１３５】かかる場合、第２対向電極４４ｂは駆動す
る回路と切り離されることになるため（ハイインピーダ
ンス状態になるため）、そのハイインピーダンス箇所に
流れる電流は、リーク電流程度にしかならず、第２対向
電極４４ｂの消費電力は抑制される。
【０１３６】そのため、第１対向電極４４ａの面積をＳ
ａ、第２対向電極４４ｂの面積をＳｂとすると、対向電
極（補助容量）駆動回路４６が消費する電力Ｐcom２
は、
Ｐcom２＝Ｐcom×Ｓａ×（Ｓａ＋Ｓｂ）
となり、本装置は従来装置に比べて消費電力の抑制を図
ることができる。
【０１３７】また、対向電極（補助容量）駆動回路４６
が、対向電極選択回路４７を介して、第２対向電極４４
ｂを駆動する電圧を、一定に固定することもできる。
【０１３８】具体的には、対向電極（補助容量）駆動回
路４６が、画像表示用の対向電極信号（例えば、ライン
反転駆動している信号）と、一定電圧（例えば、直流電
圧）を有する対向電極信号とを印加する機能を備えてお
り、対向電極選択回路４７を介して、第１対向電極４４
ａには画像表示用信号を印加する一方、第２対向電極４
４ｂには一定電圧を印加している。
【０１３９】また、所望する電圧（要望電圧）を出力す
る図示しないレギュレータやオペアンプの出力部を対向
電極に接続し、入力信号や電圧を一定にすることにより
一定電圧に固定することで、第２対向電極４４ｂを駆動
する電圧を、一定に固定することもできる。
【０１４０】かかる場合、上記のフローティング状態と
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同様に、第２対向電極４４ｂに対して電荷の充放電が行
なわれないため、対向電極を駆動する回路はほとんど電
力を消費せず、わずかに、対向電極から寄生抵抗（高抵
抗）を介して流れてしまうリーク電流程度になり、第２
対向電極４４ｂの消費電力は抑制される。
【０１４１】そのため、本装置は従来装置に比べて消費
電力の抑制を図ることができる。
【０１４２】また、表示品位向上等の目的のために、対
向電極（補助容量）駆動回路４６が、対向電極選択回路
４７を介して、第２対向電極４４ｂを、交流電流の対向
電極信号（品位信号）で駆動することもできる（第２対
向電極４４ｂに交流電圧の対向電極信号を印加させるこ
ともできる）。このように、非表示部分である第２対向
電極４４ｂに交流電流を印加すると、すべての画素に印
加されている電圧が、画素と対向電極との間で形成され
る寄生容量の影響を受けるため、表示領域（第１対向電
極４４ａ）中の画素における端の画素が、第２対向電極
４４ｂとの間で寄生容量を形成する。そのため、第２対
向電極４４ｂが交流駆動されていないと、その画素のみ
が他の画素と異なる影響を受けてしまう。しかしなが
ら、第２対向電極４４ｂを交流駆動することで、影響を
同一にし、表示品位を向上することができる。
【０１４３】具体的には、対向電極（補助容量）駆動回
路４６が、画像表示用の対向電極信号（画像表示信号）
と、表示品位を向上させるための信号（品位信号）とを
印加する機能を備えており、対向電極選択回路４７を介
して、第１対向電極４４ａには画像表示用信号を印加す
る一方、第２対向電極４４ｂには品位信号を印加してい
る。
【０１４４】上記の品位信号は、画像表示用信号の周波
数（例えば、駆動周波数ｆcom）よりも、低周波数の信
号（ｆcom'）になっている。そのため、第２対向電極４
４ｂは、ｆcom'＜ｆcomという低周波数で駆動する。か
かる場合、第２対向電極４４ｂにおいて消費電力Ｐcom
３は、
Ｐcom３＝Ｐcom２＋（（Ｐcom×Ｓｂ×（Ｓａ＋Ｓｂ）
×ｆcom'）／ｆcom）
となり、本装置は従来装置に比べて消費電力の抑制を図
ることができる。
【０１４５】なお、本装置において、表示領域を一部分
ではなく全画面にしたい場合、対向電極選択回路４７
が、第１対向電極４４ａと第２対向電極４４ｂとを切り
替えることで実現できるようになっている。なお、かか
る場合であっても、上記同様、分割されていない対向電
極１４４（図５参照）を備えた液晶表示装置に比べて、
消費電力の抑制を図ることができる。
【０１４６】また、対向電極選択回路４７を用いなくて
も、対向電極（補助容量）駆動回路４６自身で、対向電
極４４ａ・４４ｂに印加させる信号を切り替えることも
できる。
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【０１４７】また、本出願人は、本発明と類似した液晶
表示装置を出願しており、その出願内容は、特開２００
１－２８２２０６公報（公開日；２００１年１０月１２
日）にて公開されている。しかし、本発明の液晶表示装
置では、上記公報の液晶表示装置では不可能であった、
非表示部分の対向電極を一定電圧にしたり、交流駆動し
たりすることができるようになっている。
【０１４８】なお、部分表示機能を有する液晶表示装置
であって対向電極が液晶パネル全面を覆っているもの
（分割されていない対向電極）では、部分表示を行なう
場合でも、非表示領域の対向電極を駆動する必要があっ
た。かかる場合、対向電極には、該対向電極とソースバ
スラインとの寄生容量、該対向電極とゲートバスライン
との容量、該対向電極と補助容量との容量等が存在する
ことになり、消費電力の抑制を図ることはできなかっ
た。
【０１４９】しかし、本発明の液晶表示装置では必要な
表示部分のみにしか寄生容量等が発生しないため、消費
電力の抑制を図ることができる。その上、実施の形態１
・２に記載した液晶表示装置と組み合わせても、複合に
よる消費電力の増加はない。
【０１５０】また、従来装置において、対向電極の電圧
を一定状態（または駆動しない状態）で、ソース信号を
１ライン毎に反転させる、ソースライン反転駆動を行な
う場合、ソースバスライン駆動回路からのソース信号の
電圧は、フレーム毎に反転するライン反転駆動（フレー
ム反転駆動を行なう上に、ライン反転駆動を行なう駆
動）に対して２倍程度の電圧となっていた（ソースバス
ライン駆動回路の耐圧が２倍程度必要になっていた）。
【０１５１】しかし、本発明の液晶表示装置では、スイ
ッチング素子を設けることで、不要な部分のソースバス
ラインを駆動する必要がなくなり、この場合、従来必要
であった電圧が高かったため、低消費電力の効果も大き
くなる。つまり、本発明の液晶表示装置は、ライン反転
駆動にも適用できるが、ソースライン反転駆動にも適用
できる上、ソースライン反転駆動の方が、電圧が高いの
で、低消費電力の効果が大きくなる。
【０１５２】また、高電圧を印加できる高価なソースバ
スライン駆動回路を用いたり、高電圧を得るために外部
に昇圧回路等を設けたりする必要がなく、コストアップ
を抑制できる。
【０１５３】また、上記の説明では、アクティブマトリ
クス型の液晶表示装置を用いて本発明を説明したが、ア
クティブ素子を備えないパッシブ型の液晶表示装置であ
っても構わない。
【０１５４】また、本発明の液晶表示装置は上述した各
実施形態に限定されるものではなく、請求項に示した範
囲で種々の変更が可能であり、異なる実施形態にそれぞ
れ開示された技術的手段を適宜組み合わせて得られる実
施形態についても本発明の技術的範囲に含まれる。な
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お、本発明の液晶表示装置は、本質的に走査の順番には
何ら依存性はない。
【０１５５】また、本実施の形態の液晶表示装置は、以
下のように表現することもできる。
【０１５６】液晶層を挟んで対向配置された一対の基板
のうちの一方の基板に、複数のゲートバスライン（走査
線）と複数のソースバスライン（信号線）とが絶縁膜を
介して互いに交差するように配置され、該ゲートバスラ
インと該ソースバスラインで区切られたマトリクス状の
各領域に、該ゲートバスラインと該ソースバスラインと
に電気的に接続されたスイッチング素子、および該スイ
ッチング素子に電気的に接続された絵素電極が設けら
れ、他方の基板に、該絵素電極と対向して設けられた対
向電極が、該ゲートバスラインと同数に分割されて該ゲ
ートバスラインと平行に配置され、各対向電極部分は互
いに絶縁されて個々に任意の電圧が与えられる液晶表示
装置であって、前記のソースバスラインが二つ（複数）
に分割され、分割されたそれぞれのソースバスラインに
対して、ソースバスラインを駆動するための駆動回路
（信号線駆動手段）が接続され、それぞれを排他的に駆
動することができる液晶表示装置ともいえる。
【０１５７】上記の構成によると、分割された一方のソ
ースバスラインのみを駆動することで、もう一方のソー
スバスラインを駆動する必要がなくなり、駆動していな
いソースバスラインの抵抗や寄生容量で消費される電力
が不要になり、消費電力が削減される上、ソースバスラ
イン駆動回路の駆動能力を下げることでソースバスライ
ン駆動回路の消費電力も削減される。なお、上記の液晶
表示装置では、ライン反転駆動に制限されないようにな
っている。
【０１５８】また、液晶表示装置では、上記の複数に分
割された信号線の一端には、該信号線に印加する電圧を
制御する信号線駆動手段を備え、それらの信号線駆動手
段において、少なくとも１つの信号線駆動手段が電圧を
印加すると、他の信号線駆動手段は電圧を印加しないよ
うになっている。
【０１５９】また、液晶表示装置では、上記の複数に分
割された信号線の一端に、該信号線に印加する電圧を制
御する信号線駆動手段を備え、それらの信号線駆動手段
は、交流電圧または一定電圧を印加する機能を備えてお
り、少なくとも１つの信号線駆動手段が交流電圧を印加
すると、他の信号線駆動手段は一定電圧を印加すること
になっている。
【０１６０】また、液晶表示装置では、上記の複数に分
割された信号線の一端に、該信号線に印加する電圧を制
御する信号線駆動手段を備え、それらの信号線駆動手段
は、複数種の交流電圧を印加する機能を備えており、少
なくとも１つの信号線駆動手段が交流電圧を印加する
と、他の信号線駆動手段は、上記の印加された電圧より
も小さな電圧振幅を有する交流電圧を印加することにな
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っている。
【０１６１】また、液晶表示装置は、前記ソースバスラ
インを排他的に駆動することができ、駆動していないソ
ースバスラインを電気的に特定の電圧に固定できる。
【０１６２】また、液晶表示装置は、前記ソースバスラ
インを排他的に駆動することができ、駆動していないソ
ースバスラインを交流駆動できる駆動回路を備えた液晶
表示装置ともいえる。
【０１６３】また、液晶表示装置は、前記ソースバスラ
インを排他的に駆動することができ、駆動していないソ
ースバスラインを、電気的にフローティング状態にでき
る駆動回路を備えているともいえる。
【０１６４】また、液晶表示装置は、二分割以上された
ソースバスラインがあり、各分割ソースバスラインを直
列に接続しているスイッチング素子を有し、両端のソー
スバスラインに、ソースバスラインを駆動できる駆動回
路が接続されており、そのスイッチング素子を駆動する
ことができるスイッチングラインを有しているともいえ
る。
【０１６５】また、液晶表示装置は、分割されたソース
バスラインの両端のうち、片側にソースバスラインを駆
動できる駆動回路が接続されているともいえる。
【０１６６】また、液晶表示装置は、スイッチングライ
ンを駆動する駆動回路を備えているともいえる。
【０１６７】また、液晶表示装置は、二分割以上された
ソースバスラインを有し、そのソースバスラインを駆動
する駆動回路が両側に接続され、二分割以上された対向
電極を有し、前記の分割された対向電極を駆動すること
ができるともいえる。
【０１６８】また、液晶表示装置は、二分割以上された
ソースバスラインを有し、そのソースバスラインを駆動
する駆動回路が片側に接続され、二分割以上された対向
電極を有し、前記の分割された対向電極を駆動すること
ができるともいえる。
【０１６９】また、液晶表示装置は、分割されていない
ソースバスラインを有し、そのソースバスラインを駆動
する駆動回路が片側に接続され、二分割以上された対向
電極を有し、前記の分割された対向電極を駆動すること
ができるともいえる。
【０１７０】また、液晶表示装置は、分割された対向電
極のうち、駆動する対向電極を選択する電気回路を備え
ているともいえる。
【０１７１】また、液晶表示装置は、駆動していない対
向電極を特定の電位に固定できる駆動回路を備えている
ともいえる。
【０１７２】また、液晶表示装置は、駆動していない対
向電極を電気的にフローティング状態にできる駆動回路
を備えているともいえる。
【０１７３】
【発明の効果】以上のように、本発明の液晶表示装置
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は、相互に交差する複数の走査線および信号線によって
区画された各領域に、アクティブ素子ならびに絵素電極
を含む画素を備え、このアクティブ素子によって、上記
絵素電極とその絵素電極に対向して設けられた対向電極
との間に介在する液晶に、上記信号線を伝送する表示信
号の電圧を印加することにより、画像表示を行なう液晶
表示装置において、上記信号線が複数の子信号線に分割
され、かつ、各子信号線の長さは、各子信号線と走査線
との交差数が上記信号線と走査線との交差数よりも少な
くなるように設定されるとともに、各子信号線に接続さ
れた画素は子信号線毎に独立して駆動される構成であ
る。
【０１７４】これによると、本発明の液晶表示装置で
は、分割された信号線のうち、例えば、表示させたい画
素（表示部分）に該当する子信号線（必要な子信号線）
のみが駆動され、非表示部分に該当する子信号線（不要
な子信号線）は駆動されないようにできる。
【０１７５】そのため、本発明の液晶表示装置では、例
えば１本形状の信号線に発生する寄生容量に起因した電
力消費を、必要な子信号線に発生する寄生容量に起因し
た電力消費のみにすることができ、消費電力の抑制（削
減）を図ることができるという効果を奏する。
【０１７６】また、本発明の液晶表示装置では、上記の
構成に加えて、上記の子信号線の一端に、各子信号線を
介して液晶に印加する表示信号の電圧を制御する信号線
駆動手段を備え、上記信号線駆動手段は、１本の分割さ
れた信号線における少なくとも１本の子信号線では、表
示信号の電圧をその子信号線を駆動する信号線駆動電圧
とする一方、上記の少なくとも１本の子信号線以外の子
信号線では、その信号線をフローティング状態とするこ
とが好ましい。
【０１７７】これによると、必要な子信号線のみを駆動
することができる。そのため、例えば１本形状の信号線
に発生する寄生容量に起因した電力消費を、必要な子信
号線に発生する寄生容量に起因した電力消費のみにする
ことができ、消費電力の抑制を図ることができるという
効果を奏する。
【０１７８】また、本発明の液晶表示装置では、上記の
構成に加えて、上記の子信号線の一端に、各子信号線を
介して液晶に印加する表示信号の電圧を制御する信号線
駆動手段を備え、上記信号線駆動手段は、１本の分割さ
れた信号線における少なくとも１本の子信号線では、表
示信号の電圧をその子信号線を駆動する信号線駆動電圧
とする一方、上記の少なくとも１本の子信号線以外の子
信号線では、表示信号の電圧を一定に固定することが好
ましい。
【０１７９】これによると、不要な子信号線における該
子信号線と走査線との交差箇所における寄生容量に印加
される電圧は一定となる。そのため、この部分での電力
の消費は生じない。したがって、寄生容量に起因した電
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力消費を抑制することができるという効果を奏する。
【０１８０】また、本発明の液晶表示装置では、上記の
構成に加えて、上記の子信号線の一端に、各子信号線を
介して液晶に印加する表示信号の電圧を制御する信号線
駆動手段を備え、上記信号線駆動手段は、１本の分割さ
れた信号線における少なくとも１本の子信号線では、表
示信号の電圧をその子信号線を駆動する信号線駆動電圧
とする一方、上記の少なくとも１本の子信号線以外の子
信号線では、表示信号の電圧を上記信号線駆動電圧より
も小さな電圧振幅を有する電圧とすることが好ましい。
【０１８１】これによると、上記の不要な子信号線は小
さな振幅を有する電圧で駆動するため、消費電力は、必
要な子信号線で生じる消費電力よりも小さくなる。その
ため、本発明の液晶表示装置は、例えば液晶表示装置の
パネル全面に渡って、上記の信号線駆動電圧を用いる場
合に比べて、消費電力を抑制することができるという効
果を奏する。
【０１８２】また、本発明の液晶表示装置は、上記課題
を解決するために、上記信号線駆動手段が、各子信号線
の分割数以下で設けられていることが好ましい。
【０１８３】これによると、液晶表示装置において、複
数の信号線駆動手段を備えている場合がある。そのた
め、例えば、表示部分に該当する子信号線（必要な子信
号線）を駆動する信号線駆動手段（例えば、第１信号線
駆動手段）と、非表示部分に該当する子信号線（不要な
子信号線）を駆動する信号線駆動手段（例えば、第２信
号線駆動手段）とを設けることができ、第２信号線駆動
手段が上述のように不要な子信号線を一定電圧で駆動さ
せたり、小さな電圧振幅の信号で駆動させたりすること
ができるという効果を奏する。
【０１８４】また、本発明の液晶表示装置では、上記の
構成に加えて、上記の１本の分割された信号線における
少なくとも１本の子信号線を介した表示信号の伝送をオ
ン／オフするスイッチング素子が、該子信号線に備え付
けられた上記アクティブ素子同士の間の少なくとも１つ
に設けられていることが好ましい。
【０１８５】また、本発明の液晶表示装置は、相互に交
差する複数の走査線および信号線によって区画された各
領域に、アクティブ素子ならびに絵素電極を含む画素を
備え、このアクティブ素子によって、上記絵素電極とそ
の絵素電極に対向して設けられた対向電極との間に介在
する液晶に、上記信号線を伝送する表示信号の電圧を印
加することにより、画像表示を行なう液晶表示装置にお
いて、上記信号線の少なくとも１本について、該信号線
を介した表示信号の伝送をオン／オフ制御するスイッチ
ング素子が、該信号線に備え付けられた上記アクティブ
素子同士の間の少なくとも１つに設けられている構成で
ある。
【０１８６】これによると、本発明の液晶表示装置で
は、スイッチング素子による表示信号の制御（電流を流
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出させること）によって、信号線（または子信号線）に
おける必要な部分のみを駆動することができる。そのた
め、本発明の液晶表示装置では、例えば１本形状の信号
線に発生する寄生容量に起因した電力消費を、必要な信
号線（または必要な子信号線）に発生する寄生容量に起
因した電力消費のみにすることができ、消費電力の抑制
を図ることができるという効果を奏する。
【０１８７】また、本発明の液晶表示装置では、上記の
構成に加えて、上記スイッチング素子に対して、オンま
たはオフの制御信号を印加するスイッチング素子駆動手
段を備えているが好ましい。
【０１８８】これによると、スイッチング素子による表
示信号の伝送のオン／オフを、スイッチング素子駆動手
段によるオン信号またはオフ信号によって制御すること
ができるという効果を奏する。
【０１８９】また、本発明の液晶表示装置では、上記の
構成に加えて、上記の絵素電極に対向して設けられた対
向電極が複数に分割されていることが好ましい。
【０１９０】これによると、例えば、画像表示を行なう
対向電極のみを駆動することができるので（例えば、対
向電極信号を印加することができるので）、非画像表示
の対向電極で消費されていた電力の削減を図ることがで
きるという効果を奏する。
【０１９１】また、本発明の液晶表示装置では、上記の
構成に加えて、上記対向電極に印加される対向電極信号
の電圧を制御する対向電極駆動手段を備え、上記対向電
極駆動手段は、画像表示を行なう対向電極では上記対向
電極信号の電圧をその対向電極を駆動する対向電極駆動
電圧とする一方、画像表示を行わない対向電極では、そ
の対向電極をフローティング状態とすることが好まし
い。
【０１９２】これによると、表示部分の画素に繋がった
対向電極のみを駆動することができる。そのため、非表
示部分に該当する対向電極を駆動する必要がなくなり、
消費電力の抑制を図ることができるという効果を奏す
る。
【０１９３】また、本発明の液晶表示装置では、上記の
構成に加えて、上記対向電極に印加される対向電極信号
の電圧を制御する対向電極駆動手段を備え、上記対向電
極駆動手段は、画像表示を行なう対向電極では上記対向
電極信号の電圧をその対向電極を駆動する対向電極駆動
電圧とする一方、画像表示を行わない対向電極では上記
対向電極信号の電圧を一定に固定することが好ましい。
【０１９４】これによると、交流駆動で必要となる対向
電極への電荷の充放電が行なわれないため、対向電極を
駆動する回路はほとんど電力を消費せず、わずかに、対
向電極から寄生抵抗（高抵抗）を介して流れてしまうリ
ーク電流程度になり、非表示部分に該当する消費電力は
抑制される。
【０１９５】また、本発明の液晶表示装置では、上記の*

30
*構成に加えて、上記対向電極に印加される対向電極信号
の電圧を制御する対向電極駆動手段を備え、上記対向電
極駆動手段は、画像表示を行なう対向電極では上記対向
電極信号の電圧をその対向電極を駆動する対向電極駆動
電圧とする一方、画像表示を行わない対向電極では上記
対向電極信号の電圧を、対向電極駆動電圧よりも低周波
数の電圧とすることが好ましい。
【０１９６】これによると、非表示部分に該当する対向
電極は、画像表示を行なうときの駆動電圧よりも低周波
数の電圧で駆動するため、消費電力は、表示部分に該当
する対向電極で生じる消費電力よりも小さくなる。その
ため、本発明の液晶表示装置は、例えば液晶表示装置の
パネル全面に渡って、上記の画像表示を行なうための駆
動電圧を用いる場合に比べて、消費電力を抑制すること
ができるという効果を奏する。
【０１９７】また、本発明の液晶表示装置では、上記の
構成に加えて、上記の画像表示を行なう対向電極と、画
像表示を行わない対向電極とを選択的に駆動する対向電
極選択手段を備えたことが好ましい。
【０１９８】これによると、対向電極選択手段が、画像
表示を行なう対向電極と、画像表示を行わない対向電極
とを選択することができるという効果を奏する。
【０１９９】また、本発明の液晶表示装置は、上記課題
を解決するために、相互に交差する複数の走査線および
信号線によって区画された各領域に、アクティブ素子な
らびに絵素電極を含む画素を備え、このアクティブ素子
によって、上記絵素電極とその絵素電極に対向して設け
られた対向電極との間に介在する液晶に、上記信号線を
伝送する表示信号の電圧を印加することにより、画像表
示を行なう液晶表示駆動方法において、上記の複数の信
号線における各信号線の一部分のみに上記表示信号を伝
送させる構成である。
【０２００】これによると、例えば１本形状の信号線に
表示信号を伝送（印加）させることなく、信号線の一部
分（部分線）のみに表示信号を印加させることができ
る。したがって、１本形状の信号線に発生する寄生容量
に起因した電力消費を、部分線に発生する寄生容量に起
因した電力消費のみにすることができ、消費電力の抑制
を図ることができるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の一形態に係る液晶表示装置に関
する、液晶パネル内部の回路構成およびその周辺回路の
構成を示すブロック図である。
【図２】ソースバスラインにスイッチング素子を備えた
本発明の液晶表示装置に関する、液晶パネル内部の回路
構成およびその周辺回路の構成を示すブロック図であ
る。
【図３】本発明の液晶表示装置において、ある特定の絵
素における各信号の動作を説明するためのタイミングチ
ャートである。
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【図４】分割された対向電極を備えた本発明の液晶表示
装置に関する、液晶パネル内部の回路構成およびその周
辺回路の構成を示すブロック図である。
【図５】従来の液晶表示装置に関する、液晶パネル内部
の回路構成およびその周辺回路の構成を示すブロック図
である。
【図６】従来の液晶表示装置に関する、ある特定の絵素
における各信号の動作を説明するためのタイミングチャ
ートである。
【図７】ＴＦＴ周辺の等価回路を示すブロック図であ
る。
【符号の説明】
１１ａ（１１）  第１ソースバスライン（子信号線）
１１ｂ（１１）  第２ソースバスライン（子信号線）
１２    ゲートバスライン（走査線）
２１ａ（２１）  第１ソースバスライン駆動回路（信号*

32
*線駆動手段）
２１ｂ（２１）  第２ソースバスライン駆動回路（信号
線駆動手段）
３１    ゲートバスライン駆動回路
３４    補助容量電極駆動回路
４１    ＴＦＴ（アクティブ素子）
４２    液晶
４４ａ（４４）  第１対向電極（対向電極）
４４ｂ（４４）  第２対向電極（対向電極）
４５    対向電極駆動回路
４６    対向電極（補助容量）駆動回路
４７    対向電極選択回路
５２    スイッチングライン
５３    スイッチング素子駆動回路
Ｅ    スイッチング素子
Ｆ    部分線

【図１】
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